
 

 
 

 

◆ALSO（Advanced Life Support in Obstetrics）とは、周産期に関わる医療プロバイダーが 

周産期救急に効果的に対処できる知識や能力を、発展・維持するためのシミュレーション教育コースです。 

J-CIEMELS と異なり、妊婦蘇生だけでなく肩甲難産など幅広い領域を含みます。 

 

◆現在、全米ではほとんどの分娩施設において、分娩に関わるスタッフが ALSO の受講を義務づけられています。 

また本プログラムは世界中で高く評価され、これまで 50 カ国以上で採用され 10 万人以上が受講しています。 

日本でも 2008 年より開催され、現在までに約 8000 人が受講しています。 

 

◆コースの内容は、レクチャーとマネキンを使用したシミュレーションを中心としたワークショップ形式を主体とします。 

最近注目されている「チーム STEPPS 理論」についても触れることができる貴重なチャンスです。 

シミュレーションなどを用いたワークショップは、「肩甲難産」、「胎位・胎向異常」、「吸引分娩」、 

「妊婦の蘇生法」、「分娩後大出血」、「胎児心拍モニタリング」などを学びます。 

最終的に、筆記試験と実技試験に合格すると 5 年間有効の世界共通の認定証を受けることができます。 

 

◆「個人のスキルアップ」だけではなく「チームとしてのレベルアップ」についても学べる機会です。 

各職場、ひいては佐賀県の周産期レベルの向上のために、皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

【主催】 佐賀県・佐賀大学産科婦人科学講座 

【共催】 佐賀県産婦人科医会・佐賀産科婦人科学会・NHO 佐賀病院・NPO 法人周生期医療支援機構 

 

【場所】 NHO佐賀病院 地域医療研修センター（外来管理棟4階） 

【日時】 2018年6月30日（土）、7月1日（日） 

 

【対象】 佐賀県内の周産期施設に勤務する方（今コースは県外の方への公募は行っておりません） 

【受講料】 30,000円 

【応募人数】 30名 

【応募期間】 2018年3月9日（金）～3月30日（金）17時まで 

【申込み方法】 下記の申込ボタンをクリックするかQRコードからお申込み下さい  

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

〒849-8577 佐賀市日の出一丁目20-1 NHO佐賀病院 

TEL：0952-30-7141 FAX：0952-30-1866 

世話人：津村圭介 also.blso.saga@gmail.com 

申込フォーム 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0cSIrKUyByhgShoJaK4AMVn-h7IzodSjPQFzD7NESb3mx1A/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0cSIrKUyByhgShoJaK4AMVn-h7IzodSjPQFzD7NESb3mx1A/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0cSIrKUyByhgShoJaK4AMVn-h7IzodSjPQFzD7NESb3mx1A/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0cSIrKUyByhgShoJaK4AMVn-h7IzodSjPQFzD7NESb3mx1A/viewform?usp=sf_link
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSf0cSIrKUyByhgShoJaK4AMVn-h7IzodSjPQFzD7NESb3mx1A/viewform?usp=sf_link


2017 年開催のスケジュールです（2018 年版は未定です） 
7 月 1 日（土） 

  7：45 ～ 8：00  受付    

  8：00 ～ 8：20 （20 分）  オープニング     

  8：20 ～ 8：35 （15 分）  プレテスト     

  8：35 ～ 9：50 （75 分）     

  L：妊婦ケアにおける安全性/icebreaking     

  9：50 ～ 10：00 （10 分）  break 

  10：00 ～ 11：40 （100 分：講義 30 分 症例：70 分）    

  E：：分娩時胎児監視     

  11：40 ～ 12：30 （50 分：講義 30 分 11：50 ～ 12：10） ランチ＆ランチョンレクチャー 

  F：難産     

  12：30 ～ 13：50  （80 分：講義 20 分 実技 60 分）     

  H：補助経腟分娩・正常分娩介助     

  13：50 ～ 14：00 （10 分）  break 

  14：00 ～ 15：20 （80 分：講義 20 分 実技 60 分）     

  I：肩甲難産     

  15：20 ～ 15：30 （10 分）  break 

  15：30 ～ 17：20 （110 分：講義 25 分 実技 85 分）     

  J：産後大出血     

  17：20 ～ 17：30 （10 分）  break 

  17：30 ～ 18：35 （65 分：講義 20 分 BLS 講義 15 分 実技 30 分）   

  K：妊婦の蘇生     

  18：35 ～ 18：45 （10 分）  break 

  18：45 ～ 講師陣 debriefing 

    

7 月 2 日（日） 

  8：00 ～ 8：15 （15 分）  icebreaking 

  8：15 ～ 9：15 （60 分：講義 25 分 実技 35 分）     

  G：プレゼンテーション・ポジション異常     

  9：15 ～ 9：25 （10 分）  break 

  9：25 ～ 9：55 （30 分）     

  C：妊娠後期の性器出血     

  9：55 ～ 10：00 （5 分）  break 

  10：00 ～ 11：50 （110 分：講義 30 分 症例：80 分）     

  B：内科的合併症     

  11：50 ～ 12：00 （5 分）  break 

  12：00 ～ 12：30 （30 分）     

  D：早産と前期破水     

  12：30 ～ 13：20 （50 分：講義 30 分 12：40 ～ 13：10） ランチ＆ランチョンレクチャー 

  A：妊娠初期の合併症     

  
13：20 ～ 13：50 （30 分）  試験準備 復習コーナー 

  

  13：50 ～ 14：15 （25 分）  全員写真撮影 Closing remarks 

  14：15 ～ 16：45 （150 分）  Megadelivery & Written Examination     

  Megadelivery  実技試験：各実技会場     

  Written Examination 筆記試験：研修ホール（会場 1）     

  16：45 ～ 17：15 （30 分）  講師陣 debriefing     

 


